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与謝野町は、農地所有適格法人である京都祐喜㈱と
「輸出用米の振興に関する協定」を締結しました。

写真左から、山口徳松さん、山本孝市さん、山添町長、
京都祐喜㈱香山社長、西川誠司さん、成毛義明さん

（Ｐ２に関連記事）

京の豆っこ米を中国に輸出！京の豆っこ米を中国に輸出！
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与
謝
野
町
は
２
月
４
日
、
町
内
の
農

地
所
有
適
格
法
人
で
あ
る
京
都
祐
喜
株

式
会
社
と
「
輸
出
用
米
の
振
興
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

国
は
年
々
減
少
す
る
コ
メ
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
品
質
の
良
い
国
産
米
の

輸
出
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
同

社
に
お
い
て
は
昨
年
か
ら
全
国
で
も
そ

の
先
駆
け
と
し
て
、
生
産
者
組
合
と
と

も
に
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
京
の
豆
っ

こ
米
」
を
中
心
と
し
た
京
都
府
産
米
の

中
国
へ
の
輸
出
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
締
結
し
た
協
定
で
は
、
「
京
の
豆

っ
こ
米
」
を
中
心
と
し
た
与
謝
野
町
の

自
然
循
環
農
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
輸
出
用
米
の
品
質
向
上
、
生
産

振
興
、
流
通
販
売
、
生
産
者
支
援
、
生

産
者
組
合
の
運
営
、
町
内
へ
の
情
報
伝

達
等
の
項
目
に
つ
い
て
両
者
の
役
割
を

明
確
に
し
な
が
ら
連
携
・
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
取
組
み
が
進
む
こ
と
で

農
地
の
維
持
保
全
が
図
ら
れ
、
い
つ
ま

で
も
与
謝
野
町
の
美
し
い
田
園
風
景
が

保
た
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
26
日
に
平
成
30
年
度
丹
後
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
良
食
味
米
共
励
会
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

与
謝
野
町
か
ら
は
、
後
野
の
小
谷
安

博
さ
ん
が
最
優
秀
賞
（
京
都
府
知
事

賞
）、
算
所
の
野
口
道
男
さ
ん
が
優
秀

賞
（
与
謝
野
町
長
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

お
二
人
の
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
再
生
協
議
会
（
事
務
局
：
農
林

課
及
び
Ｊ
Ａ
）
主
催
の
農
業
座
談
会
が
、

２
月
19
日
に
元
気
館
、
22
日
に
野
田
川

わ
ー
く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
、
平
成
31
年

産
米
の
生
産
方
針
や
経
営
所
得
安
定
対

策
の
概
要
等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
産
米
以
降
、
国
か
ら
の
生

産
数
量
目
標
の
配
分
（
生
産
調
整
）
が

無
く
な
っ
た
た
め
、
作
付
の
目
安
に
す

る
数
値
を
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う
農
業

者
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
町
が

方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

方
針
の
内
容
は
、
「
主
食
用
米
に
つ

い
て
は
、
現
状
の
作
付
規
模
を
維
持
す

る
方
向
で
取
組
む
こ
と
を
基
本
と
し
、

需
要
の
拡
大
す
る
中
食
・
外
食
用
向
け

業
務
用
米
の
契
約
栽
培
な
ど
、
実
需
者

と
結
び
つ
い
た
生
産
を
支
援
す
る
。
」

ま
た
、
「
主
食
用
以
外
の
水
稲
（
加
工

用
米
等
）
に
つ
い
て
は
、
需
要
先
と
の

結
び
つ
き
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
生
産
拡
大
を
推
進
す
る
。
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
京
都
府
農
業
共
済
組
合
か
ら

は
、
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
（
水
稲
共

済
細
目
書
）
に
つ
い
て
、
「
収
入
保
険

制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
水
稲
共

済
は
任
意
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
耕
作

者
や
作
付
作
物
等
を
把
握
す
る
た
め
の

重
要
な
書
類
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
続

き
全
て
の
農
業
者
の
方
に
提
出
を
し
て

ほ
し
い
。
」
と
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し

た
。

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す
！

輸
出
用
米
の
振
興
に
関
す
る

協
定
を
締
結

農
業
座
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

写真左から、野口道男さん、山添町長、小谷安博さん

農
業
座
談
会
の
様
子



平成30年度農地情報あれこれ平成30年度農地情報あれこれ平成30年度農地情報あれこれ
貸借料情報・作業請負料金・農地の動き貸借料情報・作業請負料金・農地の動き

荒　起　こ　し

切 り 替 え し

代　　か　　き

田　　植　　え

（苗・農薬・肥料別）

コンバイン刈

合　　　　　計

乾 燥 ・ 調 製

畔　　ぬ　　り

11,000円／10a

7,000円／10a

8,000円／10a

（肥料散布無）8,000円／10a

（肥料散布込）9,000円／10a

25,000円／10a

59,000円／10a～60,000円／10a

1,250円／30kg

80円／m

区　　分
参　考　価　格

（機械使用料込・オペレーター料込・税別）

区　分 平均額

町内全域（田） 30.5kg／10a

申請・届出
区分

農　地　法
第　３　条

農　地　法
第　４　条

農　地　法
第　５　条

件数

17

2

14

面積
（㎡）

38,060

2,410

15,700

申請・届出
区分

農　　　地
形 状 変 更

非　農　地
証　　　明

利　用　権
設　　　定

件数

7

17

214

面積
（㎡）

5,654

8,561

637,794

●農地の動き（H30.4～H31.3）

●農作業請負料金

●賃貸料情報
《物納》

区　分 平均額

町内全域（田） 5,100円／10a

《現金》

　農業委員会では毎月8日前後に

総会を開催し、農地法等に基づき

審査を行い、許可・承認を行って

います。

　申請書は毎月20日（20日が休

祝日の場合は翌開庁日）までに農

業委員会事務局へ提出をお願いし

ます。

※与謝野町では、物納による賃貸借が多いため、物納の集計を行いました。

※平成30年1月から12月までに、農地法及び農業経営基盤強化促進法により

　締結（公告）された賃借料を集計しています。

※話し合いは、5,100円/10a（平成29年度の平均額）で価格換算しています。

※特殊な取引（高額・無償）に係るデータは除いています。

※この情報は、昨年の情報ですので、必ずお互いで話し合い、納得できる賃借料を決めて下さい。

※近年、農作業請負料金（参考価格）については据え置きとしていましたが、燃料代・農業用機械代の高騰

　により、切り替えし・代かき・コンバイン刈を、前年より1,000円/10a上げております。

※ほ場の条件や燃料費の変動等により異なりますので、必ず双方で話し合い、納得できる料金を決めて下さい。
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農地のことは農業委員会へ！
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去
る
２
月
18
日
に
丹
後
ブ
ロ
ッ

ク
、
２
月
25
日
に
は
府
内
全
体
の

女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員
研
修

交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
木
村
委
員

と
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
委
員
さ
ん
達
と
の
懇

談
の
中
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
各
市
町

村
の
取
り
組
み
や
様
々
な
問
題
点

な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
に
な
っ
て
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
初
心
者
マ
ー
ク
を
外
せ

る
日
は
ま
だ
遠
そ
う
で
す
。
未
だ

に
わ
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
な
の
で
、

先
輩
委
員
の
皆
さ
ん
方
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
学
ば
せ
て
も
ら
い

ま
す
。

（
小
田　

則
子　

委
員
）

編
　
集
　
後
　
記

広
報
編
集
委
員

委
員
長　

水
口　

俊
彦 

副
委
員
長　

木
村
有
紀
子

委　
　

員　

小
田　

則
子

　

〃　
　

矢
野　

憲
一 

　

〃　
　

廣
野　

伸
一

　

〃　
　

伊
達　

幸
男

　

昨
年
度
、
与
謝
野
町
が
推
進
す
る
自

然
循
環
農
業
の
根
幹
で
あ
る
有
機
質
肥

料
「
京
の
豆
っ
こ
」
を
生
産
す
る
与
謝

野
町
有
機
物
供
給
施
設
（
京
の
豆
っ
こ

肥
料
工
場
）
の
生
産
設
備
が
一
新
さ
れ
、

今
春
の
作
付
け
か
ら
新
し
く
な
っ
た
京

の
豆
っ
こ
肥
料
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
肥
料
は
粒
状
と
な
り
、
撒
き

や
す
く
農
家
の
使
い
勝
手
が
格
段
に
向

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
風
に
よ
る
飛

散
も
少
な
い
た
め
無
駄
な
く
使
え
て
周

辺
環
境
へ
の
影
響
も
少
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

肥
料
の
生
産
能
力
も
上
が
り
安
定
的

な
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
与
謝
野
町
の
特
産
で
あ
る
「
京
の

豆
っ
こ
米
」
の
栽
培
面
積
の
拡
大
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
「
京
の
豆
っ
こ
米
」

の
生
産
力
と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に
高

め
、
農
業
経
営
の
向
上
と
農
地
の
維
持

保
全
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

１
月
29
日
に
元
気
館
で
与
謝
野
町
稲

作
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
三
重
大
学
生
物
資
源
学
部

の
関
谷
先
生
を
お
招
き
し
、
「
美
味
し

い
お
米
に
ま
つ
わ
る
最
近
の
話
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
タ
ン
パ
ク
含
有
量
を
下

げ
る
こ
と
で
食
味
値
は
高
得
点
に
つ
な

が
る
が
、
そ
れ
が
全
て
美
味
し
い
お
米

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
特
に
次
世
代

の
消
費
者
は
従
来
と
は
異
な
る
美
味
し

さ
の
基
準
を
も
っ
て
い
る
。
最
終
的
に

は
消
費
者
が
決
め
る
。
」
と
い
っ
た
報

告
が
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
る
楽
し

い
研
修
会
で
し
た
。

加
悦
奥
に
あ
る
豆
っ
こ
肥
料
工
場

設
備
が
一
新
さ
れ
た
工
場
内

稲作研修会の様子

京
の
豆
っ
こ
肥
料
工
場
の

生
産
設
備
を
一
新

稲
作
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た


